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最終氷期の景観と先史狩猟採集民の暮らし 

－相模野台地を中心として－ 

 
はじめに 
 
１．最終氷期の気候変動と自然環境 
 ・急上昇する気温と緩やかな寒冷化 －ダンスガード・サイクル－ 
 ・最寒冷期の植生環境 
 ・動物相の変化 －大型絶滅動物から中型動物へのシフト－ 
 
２．最終氷期における相模野台地の形成史 
 ・グローバルな気候変動に連動した相模野台地の形成 －相模川と富士山－ 
 ・富士相模川泥流堆積物と陽原段丘面の形成 
 ・相模川流域沿いの段丘面形成と遺跡分布 －相模野第Ⅳ期－ 
 
３．旧石器時代の石器群の形成と移動生活 
 ・石器のライフヒストリーと石器群の形成 
 ・移動生活の中の石器づくり －石器の遺跡間接合－ 
 ・大規模遺跡の形成と回帰的な移動生活 
 
４．田名向原遺跡住居状遺構 
 ・住居状遺構の構成と尖頭器石器群の形成 
 ・磨石状円礫と皮革処理 
 ・住居状遺構形成の背景を探る 
 
おわりに 
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相模原市教育委員会　中川真人
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暖い

寒い

暖い

寒い

田名向原遺跡
住居状遺構

第 1図　酸素同位体比による気候変動

第 2図　最終氷期の日本列島古地理図（相模原市 2009）
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第 3 図　標高 2000ｍの針広混交林（日光白根山）

第 7図　最終氷期の気候変動と動物相の変遷（高橋 2011 を元に作成）

第4図　最終氷期の植物質食料
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第 5図　最終氷期の植生分布と動物種の棲息地域
（高橋 2011）

第 6図　最終氷期における 2つの動物群の
時間的、地理的変遷（高橋 2011）

ス
テ
ー
ジ
２
　
最
終
氷
期（
寒
冷
期
）

ス
テ
ー
ジ
１（
温
暖
期
）

ス
テ
ー
ジ
３

（30,000年前）

（10,000年前）

寒い 暖かい

Ⅱ期後半

Ⅲ期

Ⅳ期前半

Ⅳ期後半

Ⅴ期前半

Ⅴ期後半

縄文草創期

最
寒
冷
期

小
温
暖
期

寒
冷
期

旧
石
器
時
代
後
半
期

縄
文
時
代

前
半
期

ナウマンゾウ

ニホンムカシジカ

イノシシ

ヒグマ

オオツノジカ

絶滅大型哺乳類

中型哺乳類

礫群検出遺跡数（鈴木2006より）
0 50遺跡

500基0

相模野編年

礫群検出数（『研究紀要かながわの考古学』12より）

礫群とイノシシの乳歯
（吉岡遺跡群C区　第Ⅲ期）



4

第 8 図　相模野台地の河成段丘面（相模原市 2009 を一部改変）
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第 9 図　相模川下流域の地形区分と最終氷期最寒冷期の古地理図（久保 1997 を一部加筆）　

第 10 図　約 22,000 年前の富士相模川泥流堆積物（左上：相模原市 2009）　
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第 11 図　ナイフ形石器の製作と遺跡間工程連鎖（安蒜 1992）
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第 12 図　旧石器時代後半期の気候変動と石器群の変遷（写真：下森鹿島遺跡のローム層と石器分布）　
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第 14 図　大規模遺跡の形成（海老名市柏ヶ谷長ヲサ遺跡　相模野第Ⅲ期）　

第 13 図　吉岡遺跡群 B区と用田鳥居前遺跡の遺跡間接合（相模野第Ⅳ期前半：約 23,000 年前）　
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第 15 図　石器石材の搬入と石核の一括保管（相模原市下森鹿島遺跡　相模野第Ⅳ期前半）　
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第 16 図　陽原段丘塩田原面群の段丘化過程と石器群の形成（相模原市田名塩田遺跡群　相模野第Ⅳ期後半）　
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第 17 図　黒曜石原石の一括保管と石器製作工程（田名塩田遺跡群 A地区　相模野第Ⅳ期後半）

第 18 図　黒曜石原産地と相模野台地における黒曜石利用状況（相模野第Ⅳ期後半）
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第 19 図　田名向原遺跡住居状遺構の構成（相模野第Ⅳ期後半）　
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第 20 図　田名塩田遺跡群の磨石状円礫出土状況（相模野第Ⅳ期後半）

第 21 図　北海道アイヌの皮革処理工程と砥石の利用（佐々木 1992 を一部改変）
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第 22 図　田名向原遺跡住居状遺構の復元

住居状遺構の復元模型（屋根の覆いにシカ皮を想定）

ニホンムカシジカ

田名向原遺跡の景観復元図
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